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一
般
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人 
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友
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任
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浪
速
学
院
校
友
会
会
長 

 

中
東 

弘 

 

長
年
継
続
さ
れ
て
き
た
浪
速
学
院
同
窓
会
「聆
浪
会
」

が
、
本
年
関
係
諸
団
体
を
包
含
し
て
大
き
く
進
化
し
、
一
般

社
団
法
人
浪
速
学
院
校
友
会
と
し
て
発
足
い
た
し
た
。
図
ら

ず
も
不
肖
私
が
会
長
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
が
、
も
と
よ
り
そ

の
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
上
は
ひ
た
す
ら
生
徒
達
の
福

祉
と
浪
速
学
院
隆
昌
の
為
に
、
微
力
な
が
ら
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

顧
み
ま
す
れ
ば
私
の
在
学
時(

昭
和
３
１
～
３
４
年)

は
進

学
校
に
程
遠
い
学
院
で
、
そ
の
後
も
下
降
の
一
途
を
た
ど

り
、
廃
校
寸
前
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
、
危
機
的
状
態
で
あ
り

ま
し
た
。
現
木
村
理
事
長
が
就
任
さ
れ
て
、
「浄
明
正
直
」の

神
道
精
神
を
表
に
出
さ
れ
、
知
育
、
体
育
、
徳
育
教
育
に 

浪
速
学
院
校
友
会
発
足
に
期
待 

～
浪
速
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
１
０
０
新
た
な
挑
戦
～ 

理
事
長
・
学
院
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

木
村 

智
彦 

 

浪
速
学
院
校
友
会
（
旧
浪
速
学
院
同
窓
会
）
の
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
事
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
校
友
会
員
の
皆
様
に
は
、
常
日

頃
よ
り
献
身
的
な
活
動
に
よ
っ
て
本
校
を
支
え
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
温
か
い
母
校
愛
に
対
し
ま
し
て
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
無
事
に
開
校
１
０

０
周
年
を
迎
え
た
本
校
は
、
今
年
度
よ
り
「
浪
速
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
１
０
０
」
元
年
と
し
て
新
た
な
一
歩
を
歩
み
始
め

て
い
ま
す
。
そ
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
花
を
添
え
る
か

の
よ
う
に
令
和
６
年
度
入
学
生
は
高
校
９
６
６
名
、
中

学
１
４
１
名
合
わ
せ
て
１
０
０
７
名
と
い
う
過
去
最
多

の
新
入
生
を
迎
え
、
学
院
総
数
３
０
８
９
名
の
生
徒
が

集
う
学
校
と
し
て
新
た
な
歴
史
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
来
年
３
月
に
は
浪
速
中
学
校
新
校
舎
が
完

成
し
ま
す
の
で
、
更
に
本
学
院
の
勢
い
が
確
固
た
る
も

の
と
な
る
よ
う
教
職
員
と
共
に
謙
虚
な
気
持
ち
を
忘
れ

ず
常
に
改
革
を
進
め
て
参
る
所
存
で
す
。 

傾
注
す
る
と
共
に
、
男
女
共
学
と
し
、
最
新
施
設
を
整
え
、
そ
の

情
熱
と
卓
越
し
た
才
腕
を
発
揮
さ
れ
て
、
学
院
が
大
き
く
飛
躍

い
た
し
ま
し
た
。
更
に
創
立
９
０
周
年
、
１
０
０
周
年
事
業
を
経
て

今
や
大
阪
府
下
入
学
数
ト
ッ
プ
、
全
国
第
４
位
と
い
う
奇
跡
的
な

躍
進
を
遂
げ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
私
た
ち
卒
業
生
の
誇
り
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。 

世
界
最
古
の
高
度
な
縄
文
文
明
を
築
き
上
げ
た
我
が
国
が
、

今
や
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
、
２
１
世
紀
は
神
道
の
時
代
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
縄
文
文
明
は
自
然
の
不
思
議
な
働
き
の
中
に
神
を

見
出
し
、
人
間
だ
け
で
は
な
く
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
慈
し

み
、
共
生
し
て
き
た
和
合
の
文
化
で
す
。
神
道
は
そ
の
心
を
引
き

継
い
で
お
り
、
わ
が
浪
速
学
院
は
そ
の
神
道
精
神
を
基
礎
と
し
て

生
徒
の
教
育
に
当
た
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
故
当
学
院
が
今
後

我
が
国
は
も
と
よ
り
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
、
国
家
の
お
役
に
立
つ

有
能
な
人
材
が
多
数
輩
出
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

当
校
友
会
は
会
員
の
親
睦
の
み
な
ら
ず
、
次
代
を
担
う
生
徒
達

の
福
祉
と
学
院
の
弥
栄
を
側
面
か
ら
支
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
当
会
を
通
じ
て
日
本
の
国
造
り
に
も
貢
献
出
来
る
も
の
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。
何
卒
こ
の
趣
旨
を
ご
理
解
く
だ
さ
れ
、
絶

大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
、
就
任
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。  

「
浪
速
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
１
０
０
」
元
年
と
し
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
先
ず
は
大
き

く
３
つ
あ
り
ま
す
。 

１
つ
目
は
、
学
校
法
人
浪
速
学
院
が
１
０
０
％
株
式
を
保
有
す
る
「
株

式
会
社
浪
速
教
育
振
興
」
（
以
下
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
を
発
足
し
ま
す
。
Ｎ
Ｅ
Ｐ

は
先
生
方
の
本
来
の
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
大
き
な
目
的
で
あ

り
、
今
後
は
教
育
活
動
以
外
の
こ
と
に
つ
い
て
は
原
則
Ｎ
Ｅ
Ｐ
が
執
り

行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
働
き
方
改
革
を
進
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
教
職
員
に
は
生
徒
と
し
っ
か
り
向
き
合
い
夢
と
志
を
持
っ
て

働
き
続
け
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
２
つ
目
は
、
「
学
校
週
５
日
制
」
の
導
入
で
す
。
土
曜
の
授
業
４
コ

マ
分
を
平
日
に
振
り
分
け
ま
す
が
、
そ
の
分
１
コ
マ
を
５
０
分
か
ら
４

５
分
に
短
縮
し
、
土
曜
日
に
多
様
な
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
こ
れ
は
生

徒
た
ち
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
時
間
に
使
え
る
画
期
的
な
施

策
と
な
り
ま
す
。 

３
つ
目
は
、
同
窓
会
組
織
を
改
編
し
、
「
浪
速
学
院
校
友
会
」
と
し
て

一
般
社
団
法
人
化
し
ま
す
。
卒
業
生
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
や
祖
父
母

の
方
々
、
お
取
引
の
あ
る
業
者
の
方
々
な
ど
浪
速
学
院
の
教
育
に
賛
同

い
た
だ
け
る
方
々
に
入
会
し
て
い
た
だ
き
、
学
院
を
応
援
し
て
下
さ
る

浪
速
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
集
う
場
所
と
し
て
形
成
を
図
り
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
学
院
を
支
え
て
下
さ
っ
た
同
窓
会
の
皆
様
を
は
じ
め
若
い
世

代
も
集
ま
る
求
心
力
の
あ
る
組
織
を
新
た
に
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
学
院
を
支
え
て
頂
く
皆
様
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

場
と
な
る
校
友
会
館
（
仮
称
）
の
建
設
も
将
来
的
に
は
考
え
て
お
り
、

「
浪
速
」
を
支
え
て
頂
く
応
援
団
と
し
て
「
浪
速
学
院
校
友
会
」
が
大

き
な
存
在
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
何
卒
新
た
に
発
足
し
ま
し
た

「
浪
速
学
院
校
友
会
」
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
「
浪
速
」
の
輝
か

し
い
未
来
に
向
か
っ
て
共
に
歩
ん
で
い
た
だ
け
る
事
を
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

最
後
に
、
「
浪
速
学
院
校
友
会
」
の
発
足
に
感
謝
し
、
会
の
こ
れ
か
ら

の
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
「
浪
速
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
１
０
０
」

が
輝
い
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

年会費(5,000円)の振込先について 

下記にご入金をお願い致します。 

振込手数料はご負担をお願い致します。 

 

■りそな銀行 住吉支店(店番：４５４) 

（普通）１８８７７９２ 

 一般社団法人 浪速学院校友会 

平素は浪速学院校友会(旧：浪速学院同窓会)にご支援を賜り、厚

く御礼申し上げます。本年度の年会費納入についてご協力をお願

い致します。 

公式Webサイト 

https://naniwa.ersi.nu

Facebook 

日時：2024年10月19日(土) 受付17:30～、総会18:00～、懇親会18:30～20:30 
場所：道頓堀ホテル 〒542-0071 大阪市中央区道頓堀2-3-25 
会費：8,000円(22歳未満の学生1,000円) 
申込：  https://forms.gle/oesTAfQxZg5oTc54A (右のQRコードでアクセスできます) 

なにわのわ交流会 10月19(土)開催です 

浪速学院校友会(旧：浪速学院同窓会) 

会 報 
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退任のご挨拶 
浪速学院同窓会会長 

 押見 守康 

 同窓会会員の皆様には益々ご健勝で、ご活躍のこととお慶び申し上げます。また、日頃より同窓会活動に

ご理解を賜り誠に有難うございます。 

 この度、私は2024年3月末をもちまして、7年間務めてまいりました同窓会会長を退任することとなりました。本年度より浪

速学院校友会とし、これまで以上の求心力のある組織へと変わるタイミングで中東弘氏に会長のバトンタッチをすることがで

き、大変心強く思っております。新しい体制の下での浪速学院校友会の発展を楽しみにしております。同窓会会長として、多

くの卒業生と語り合い、時間を過ごすことができたことを大変光栄に思っております。また期間中、卒業生そして関係者の皆

様から多大なご支援ご協力をいただき、心より感謝申し上げます。卒業生の皆様におかれましても、引き続き、校友会活動へ

の御理解と御支援をお願いいたしますとともに、今後の卒業生の皆様の限りないご活躍とご健勝をお祈り申し上げ、退任のご

挨拶といたします。 

 ありがとうございました。 

押見康守 同窓会会長 ご経歴 

 

 押見会長ご勇退に際し、七年前三重の伊勢神宮で押見宮司（当時関東支部長）とお会いし、同窓会の現状及び課題についてお

話し、浪速学院の100周年事業を同窓会としての対応とその他課題山積の中、会長職をお願いしたことを思い出します。火中の

栗を拾っていただき、無事創立100周年事業を果し、また一般社団法人浪速学院校友会の発足を果たすことができました。 

 長きに渡り会長として同窓会の多大なる発展向上にご尽力されましたこと、ご功労に会員一同、心より感謝申し上げます。 

今後、ご自愛くださいまして、校友会に対してもご指導を賜りますことをお願い申し上げます。 

 

令和６年 ９月 吉日 

一般社団法人浪速学院校友会 役員 一同 

昭

和 

27年 6月   大阪府大阪市西淀川区姫島にて、ご誕生。 

37年 4月 15歳 浪速高等学校 入学。 

40年 3月 18歳 浪速高等学校 卒業。 

43年 
3月 

21歳 
國學院大學 卒業。 

4月 湯島神社 権禰宜を拝命。 

46年 5月 24歳 湯島神社 禰宜を拝命。 

55年 
6月 

33歳  
湯島神社 宮司を拝命 

7月 全国天満宮梅風会 理事に任命。 

56年 6月 34歳  

神道青年全国協議会 理事にご就任。 

文京区観光協会 副会長ご就任。 

消防総監より総監表彰を受ける。 

58年 3月 36歳 
神道青年会全国協議会 理事にご就任。 

國學院大學  協議員に任命される。 

59年 7月 37歳 財団法人神道文化会 評議員を委嘱。 

61年 

3月 

39歳 

文京区より区政功労者表彰を受ける。 

5月 
神社本廳より神社神道の宣揚教化と神社の興隆

発展に寄与した功績に対し表彰。 

10月 
東京都神社廳より神社神道の宣揚教化と神社の

興隆発展に寄与した功績に対し表彰。 

62年 
4月 

40歳 
文京区立湯島小学校ＰＴＡ会長にご就任。 

6月 神社本廳より神職身分二級を賜る。 

平

成 

3年 6月 44歳 
（社法）茶道裏千家淡交会東京第一東支部支部

長にご就任 

4年 
6月 

45歳 
文京ふるさと歴史館友の会 会長にご就任 

7月 神社本廳 参与を委嘱。 

5年 
4月 

46歳 
國學院高等学校ＰＴＡ会長にご就任。 

6月 学校法人熊野学園 理事にご就任。 

平

成 

6年 4月 47歳 
文京区産業連合会 副会長にご就任。 

國學院高等学校後援会 副会長にご就任。 

7年 3月 48歳 社会を明るくする文京区区民の会 会長にご就任 

8年 4月 49歳 文京区宗教者懇談会 副会長にご就任。 

9年 9月 50歳 神社本廳より神職身分二級上を賜る。 

12年 6月 53歳 東京商工会議所 文京支部 副会長にご就任。 

14年 6月 55歳 本富士防犯協会 会長にご就任。 

15年 

5月 

56歳 

文京人懇談会 会長にご就任。｢文の京 唱歌童

謡祭｣ 実行委員長にご就任。 

6月 本富士警察署協議会 会長にご就任。 

7月 ｢文の京｣の第九 実行委員長にご就任。 

16年 
4月 

57歳 

文京区安心・安全まちづくり協議会 副会長にご

就任。 

学校法人皇學館 協議員を委嘱。 

5月 警視総監より感謝状を受ける。 

17年 3月 58歳 社会福祉法人 東六会 評議委員を委嘱。 

23年 3月 64歳 
神社本廳より神職身分一級を賜る。 

神社本廳功績賞を受ける。 

25年   66歳 藍綬褒章 受章。 

26年 6月 67歳 （一社）文京区商工協会 会長にご就任。 

29年 
4月 

70歳 
学校法人浪速学院同窓会 会長にご就任。 

11月 学校法人浪速学院 評議員を委嘱。 

31年 4月 72歳 （一財）北野財団 理事を委嘱。 

令

和 

2年 4月 73歳 旭日双光章 受章。 

3年 
11月 

74歳 

（公財）東京防犯協会連合会 会長にご就任。 

（公財）全国防犯協会連合会 会長にご就任。 

12月 関東防犯協会連絡協議会 会長にご就任。 

5年 
4月 

76歳 
文京区産業協会 会長にご就任。 

7月 文京区選挙管理委員にご就任。 

上記ご経歴の他、湯島天満宮社殿の造営並びに境内の整備、また平成十四年八月には信濃分社御社殿御造営にご尽

力され現在立派なお宮として崇敬者の方々の参拝が絶えないことは、皆さまご周知のとおりでございます。また、

この間には東京都神社廳の要職を歴任され平成七年四月に神社廳の理事を委嘱されて居られます。 
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2023年度同総会活動 

 

2024年1月27日   第7回「浪速学院二十歳の集い～浪速に戻る～」開催 

 
若い世代の同窓生をお迎えする機会として新成人の卒業生を対象に「二十歳の集い」を浪速学院浪速高等学
校・中学校にて開催し、約150名の新成人にご参加いただきました。 

ご参加いただきました新成人、担当教職員の先生方、同窓会関係各位の皆様にはご協力・ご尽力いただきま
したこと、心より御礼申し上げます。 

今後も継続して参りますので同窓会の皆様のご協力を宜しくお願い致します。 
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人生の分岐点 

硬式野球部OB 新里 賢(1999 卒) 

兄の影響で小学校１年生から野球を始めました。中学卒業時には「プロ野球選手になりたい」との気持ちは全
くありませんでした。周囲の期待もいただいていたので、高校までは野球を続けようと思いました。中学チー
ムの監督から浪速高校を勧めていただき、野球部の入部テストを受けました。合格できなければ公立高校も視
野に入れていましたが、合格をいただき受験することとなりました。 

野球の考え方が激変し、最も成
長できたのが高校３年間。監督
であった小林先生の影響が非常
に大きかったと思います。高校
卒業時には「プロ野球選手にな
りたい」と思い、法政大学へ。
大学卒業後、プロ野球選手６年
間、スカウト２年間を経て、今
はソニー生命保険株式会社で勤
務。この４月からは大きなプロ
ジェクトである新支社の支社長
に就任し、目まぐるしい日々を
送っています。 

これからも浪速高校卒業生とし
ての誇りを持ち続け、困難にも
めげすに頑張っていきたいと思
います。  

同窓生だより 

前田 暁彦 (1995 卒) 

・なぜだんじり彫刻師に？ 

堺市のだんじりが盛んな地域で育ち、自然と彫師を志すようになりました。とはいえ昔から伝統工芸に浸って
いたわけではなく、浪速高校時代も帰宅部の至って普通の生徒でした。 

大学卒業後、だんじり彫刻の世界に弟子入り。１０年間修行を積んだのち、独立して岸和田市に工房を構えま
した。現在はだんじり以外の仕事にも注力できるよう、大阪市北区に工房を移して営業しています。 

・だんじり以外の仕事はどのように広げましたか？ 

岸和田にいた最後の年、東京のお神輿屋さんから日光東照宮のお神輿の図案を描いてほしいと依頼が入りまし
た。ぜひ、と描かせてもらったところ、宮司さんから一発OKをいただいたうえ、彫り物も請け負わせていただ
き、通常なら彫師は参加しない入魂式にまで呼んでいただきました。また、そのお神輿はベトナムのダナンに
オープンする「ホテル三日月」に納品するものだったのですが、そちら方々も気に入ってくださり、エントラ
ンスに飾る欄間も追加で製作しました。新今宮の「OMO7大阪」ではだんじり彫刻の講座を週に2回担当してい
ます。一つの考えや場所に固執しなければ、国内も海外も可能性ばかりです。 

・海外ではどんなことを？ 

ドバイ、フランス、ハリウッドなどで展示会に出品してきました。海外での反応もよく、展示用に製作した非
売品の置物を、売ってくれと現地の方に頼み込まれて販売したこともあります。 

2022年には、オランダのデザイナー、キャロル・バーイングスさんとの
協業も開始しました。両国を行き来して木製プレートを制作し、国内外
で販売実績を積んでいます。今後の大きな目標の一つは、ニューヨーク
でだんじりを走らせることです。 

伝統を重んじながらも挑戦と発展を続け、若い人たちの希望となる職人
兼経営者を目
指して精進し
ます。 
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大阪芋焼酎のご紹介 

寺田篤史(1991卒)  

こんにちは。1991年卒業、再開中学校一期生の寺田篤史と申します。岸和田で酒屋をやっています。 

今回は御縁あってこちらのコラムに掲載いただけるとのこと、誠にありがとうございます。 

今回のテーマは「大阪の芋焼酎を造る」とプロジェクトを立ち上げたことについてのお話をさせて頂きます。 

きっかけは大学の先輩からの電話でした。 

そもそも芋焼酎を造っている蒸留所が大阪にはありません。ので、近くの蒸留所から製造を依頼できるところ
を探しましたが、芋焼酎を造っている所ならどこでもできると言うモノではないと言う事が判明。日本酒なら
酒米なら大体どんな米でも酒はできますが、芋焼酎は芋の品種によって造れたり造れなかったりする事を初め
て知りました。シルクスイートという品種で焼酎製造実績があって、製造を受けて下さる所。というかなり限
定された条件の中で、宮崎の落合酒造場さんに辿り着き、今年4月に焼酎が完成。5月からクラウドファンディ
ングで支援を求め300万円以上のご支援を頂く事が出来ました。そこから御縁が広がり、飲んで頂けるお店も
急増中です。   
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クラブ名等 大会名 表彰内容 被表彰者 クラブ名等 大会名 表彰内容 被表彰者
男子団体組手 優勝 浪速高等学校 令和４年度第３４回全国高等学校ボクシング選抜大会 女子ライトフライ級 第３位 崎濱 心樹

優勝 山本 大雅 第２位 中川 浬
３位 河村 啓太郎 第３位 西野 光人

男子個人組手 －７６kg 優勝 船戸 来輝 フライ級 第３位 髙田 龍輝
男子団体形 準優勝 浪速高等学校 第３位 濱田 遼己

７位 笹尾 拍 第３位 細川 世成
７位 中島 汰尊 ウェルター級 第３位 川本 駿

女子団体組手 ５位 浪速高等学校 ミドル級 第２位 大槻 凌也
女子団体形 ９位 浪速高等学校 女子ライトフライ級 第２位 崎濱 心樹
女子個人組手－４８kg ３位 内田 智菜 女子バンタム級 認定優勝 渡邉 ひまり
女子個人組手＋５９kg 優勝 藤樫 くるみ ライトフライ級 第１位 中川 浬
男子団体組手 優勝 浪速高等学校 第１位 髙田 龍輝

優勝 船戸 来輝 第３位 白石 吟
第２位 山脇 勇希 ウェルター級 第３位 大槻 凌也
第３位 山本 大雅 女子ライトフライ級 第２位 崎濱 心樹
第３位 北沢 広行 女子バンタム級 認定優勝 渡邉 ひまり
第５位 藤田 煌 女子ピン級 認定優勝 崎濱 心樹
第５位 池田 剛基 女子バンタム級 認定優勝 渡邉 ひまり
第５位 芝田 宝聖 女子バンタム級 優勝 渡邉 ひまり
第５位 河村 啓太郎 ライトフライ級 第３位 中川 浬

男子団体形 準優勝 浪速高等学校 フライ級 優勝 海﨑 亮太
第２位 中島 汰尊 バンタム級　Ａパート 第２位 白石 吟
第５位 笹尾 拍 バンタム級　Ｂパート 第２位 八重 尾悠

女子団体組手 準優勝 浪速高等学校 ミドル級 第２位 大槻 凌也
優勝 野村 怜菜 大庭 悠良
第２位 藤樫 くるみ 田中 輝希
第３位 池田 彩咲 森岡 秀人
第５位 岡本 純奈 城戸 竣介
第５位 薮田 優音 西浦 陸登

男子個人組手 優勝 山脇 勇希 杉野 蒼
男子個人形 ３位 中島 汰尊 大庭 悠良
女子個人組手 ５位 野村 怜菜 田中 輝希

第２回全日本空手道体重別選手権大会 女子個人組手－５０㎏級 準優勝 内田 智菜 澤田 幸人
男子団体組手 準優勝 浪速高等学校 黒澤 悠希
男子団体形 優勝 浪速高等学校 森岡 秀人
女子団体組手 優勝 浪速高等学校 鈴木 智也
少年男子個人組手 第３位 山脇 勇希 三崎 修斗
少年男子個人形 第３位 中島 汰尊 西本 和希
少年女子個人組手 準優勝 野村 怜菜 濱川 凛旺
団体組手（都道府県対抗）京都府代表 準優勝 河村 啓太郎 神山 朋希
男子団体組手 優勝 浪速高等学校 西浦 陸登
女子団体組手 準優勝 浪速高等学校 野村 悦史

優勝 岸本 日向 栗川 仁
準優勝 河村 啓太郎 城戸 竣介
３位 杉山 春樹 大庭 悠良
優勝 藤川 正義 杉野 蒼
準優勝 和泉 孔大 大庭 悠良
３位 杉山 春樹 杉野 蒼
優勝 中島 汰尊 男子団体の部 優勝 浪速高等学校

新形 駿介 第２位 中野 逸夢
髙田 鼓太郎 第２位 宮本 崇平

男子個人形　１年生の部 ３位 新山 裕陽弥 第３位 田中 翔陽
薮田 優音 女子個人 第６位 山本 詩織
池田 彩咲 男子団体の部 第２位 浪速高等学校

優勝 髙橋 希々可 第３位 小寺 温人
３位 森下 あやめ 第４位 中野 逸夢
準優勝 中谷 光 第２位 香川 華月
３位 芦田 陽 第３位 山本 詩織

ジュニア男子個人組手　－５５ｋｇ 準優勝 河村 啓太郎 特別国民体育大会弓道競技近畿ブロック大会 少年男子の部 優勝 中野 逸夢
ジュニア男子個人組手　－７６ｋｇ 準優勝 船戸 来輝 女子団体 第３位 浪速高等学校
Ｕ２１男子個人組手　－５５ｋｇ 準優勝 山本 大雅 第２位 徳野 獅子
男子団体組手 優勝 浪速高等学校 第３位 奥野 秀真
女子団体組手 優勝 浪速高等学校 第４位 田中 翔陽
男子団体形 優勝 浪速高等学校 第５位 林野 祐希

２位 加古 翔大 第５位 座安 亜久里
３位 福島 樹稀 第３１回近畿高等学校弓道選抜大会 女子団体の部 第３位 浪速高等学校
２位 藤川 正義 優勝 座安 亜久里
３位 梶原 神楽 第３位 野嵜 哩玖
優勝 岸本 日向 第６位 林野 祐希
２位 前野 魁琉 女子個人 第５位 竹田 柚希
３位 髙橋 利輔 令和５年度第７８回大阪高等学校総合体育大会　卓球女子 学校対抗の部 第３位 浪速高等学校
３位 宮崎 七緒 男子学校対抗の部 第３位 浪速高等学校

男子個人組手　＋７６ｋｇ 優勝 和泉 孔大 女子学校対抗の部 第３位 浪速高等学校
女子個人組手　－４８ｋｇ ３位 竹内 陽香 飯田 琴絵

優勝 池田 彩咲 薮 美禮
３位 薮田 優音 第７０回　大阪私立高等学校総合体育大会 卓球女子の部 第３位 浪速高等学校
３位 髙橋 希々可 第５１回全国高等学校選抜卓球大会大阪府予選 男子シングルスの部 第３位 奥 優大
３位 岡本 純奈 ジュニア選手権女子Ａクラス 第１位 寺島 綾優
３位 山﨑 梓心 ジュニア選手権男子 第２位 生田 琉悟
優勝 中島 汰尊 令和５年全国高等学校総合体育大会フィギュアスケート競技 学校対抗　男子総合 第２位 浪速高等学校
５位 新形 駿介 第６９回大阪高等学校バスケットボール新人大会 南地区男子の部 準優勝 浪速高等学校
５位 新山 裕陽弥 第２位 浪速高等学校
７位 谷岡 永惟 優勝 浪速高等学校

女子個人形 ７位 芦田 陽 最優秀選手賞 三上 幸輔
男子団体組手 優勝 浪速高等学校 第７６回大阪高等学校バスケットボール選手権大会 ブロック 準優勝 浪速高等学校
女子団体組手 優勝 浪速高等学校 第７１回大阪高等学校バスケットボール新人大会 南地区大会 優勝 浪速高等学校
男子団体形 優勝 浪速高等学校 春季大会　一次予選 ３部　Ｅゾーン 優勝 浪速高等学校
男子個人組手　－５５ｋｇ ３位 加古 翔大 新人大会　１次予選 ２部 Iゾーン 優勝 浪速高等学校
男子個人組手　－６１ｋｇ ２位 藤川 正義 会第４７回全日本競歩能美大会 女子高校５ｋｍ競歩 優勝 奥野 紗

２位 前野 魁琉 第６２回全日本競歩輪島大会 女子高校５ｋｍ競歩 優勝 奥野 紗
３位 岸本 日向 ５０００ｍＷ 優勝 奥野 紗

男子個人組手　＋７６ｋｇ 優勝 和泉 孔大 走高跳 第７位 橋本 芽季
２位 河村 啓太郎 第７６回全国高等学校陸上競技対校選手権大会　近畿地区予選会 ５０００ｍＷ 第３位 奥野 紗
３位 和泉 孔大 秩父宮賜杯　第７６回全国高等学校陸上競技対校選手権大会 女子５０００ｍＷ 第３位 奥野 紗
優勝 池田 彩咲 女子２年５０００ｍＷ 優勝 奥野 紗
２位 髙橋 希々可 女子１年走高跳 第３位 橋本芽季
３位 薮田 優音 第７０回大阪私立高等学校総合体育大会　陸上競技の部 男子やり投 第４位 大矢 元気
２位 池田 彩咲 ＪＯＣジュニアオリンピックカップ　第１７回Ｕ１８陸上競技大会 女子３０００ｍＷ 優勝 奥野 紗
５位 内田 智菜 第３５回Ｕ２０選抜競歩大会 女子１０ｋｍ競歩 第２位 奥野 紗
優勝 中島 汰尊 令和５年度第３回大阪高等学校柔道選手権大会 女子段外の部 第２位 沢 藍華
６位 新形 駿介 第７８回大阪高等学校総合体育大会　柔道の部　 男子団体Ⅱ部 第３位 浪速高等学校
６位 新山 裕陽弥 個人総合 第７位 那須 美空

八塚 新平 平均台 第５位 那須 美空
窪田 昂史

女子シングルス ３位 本田 彩衣
川上 栞奈
落合 萌仁香 最優秀賞 佐農 稚奈
八塚 新平 優秀賞 浪速高等学校
窪田 昂史 第５位 大里 卓也
本田 彩衣 入賞 髙木 咲月
下野 澪 創作テレビドラマ部門 入賞 浪速高等学校

第３位 八塚 新平 朗読小部門 優秀賞 髙木 咲月
第３位 窪田 昂史 ビデオメッセージ小部門 奨励賞 浪速高等学校

男子団体 準優勝 浪速高等学校 奨励賞 髙木 咲月
女子団体 準優勝 浪速高等学校 奨励賞 山田 元気
男子団体 準優勝 浪速高等学校 鉄道研究部 第１５回全国高等学校鉄道模型コンテスト モジュール部門 ベストクオリティ賞 浪速高等学校
女子団体 準優勝 浪速高等学校 第２５回日本ジュニア管打楽器コンクール ソロ部門　高校生コース　サックスの部 全国大会入選 佐藤 碧海

吉内 賢汰 第６２回大阪府吹奏楽コンクール大阪府大会 高等学校の部Ａ組 金賞 浪速高等学校
尾谷 空輝 審査員長賞 浪速高等学校
下野澪 優秀賞 浪速高等学校
本田 彩衣 大阪府アンサンブルコンテスト 高等学校の部　金管七重奏 金賞 浪速高等学校
川上 栞奈 予選グランプリ・金賞 政 音杏
落合 萌仁香 金賞 谷 栞莉

準優勝 長尾 怜奈 金賞 蔵野 聖
下野 澪 金賞 清田 慶亮
本田 彩衣 金賞 山下 夢菜
下野 澪 銀賞 米田 芽依佳
本田 彩衣 銅賞 水本 琴音

優勝 窪田 昂史 金賞・グランプリ 山下 夢菜
第３位 八塚 新平 堺管打楽器コンクール 本選　高校の部　木管部門 １位・ＹＡＭＡＨＡ賞 山下 夢菜

八塚 新平 金賞 浪速高等学校
窪田 昂史 本選金賞 浪速高等学校
川上 栞奈 特選 森本 香穂
落合 萌仁香 特選 大宅 真央
八塚 新平 特選 阪上 佳彦
窪田 昂史 特選 林 凛
川上 栞奈 特選 南 結葉
落合 萌仁香 奨励賞 岩田 佳奈

女子シングルス 第３位 川上 栞奈 奨励賞 勝山 蒼汰
八塚 新平 奨励賞 中森 菜優花
窪田 昂史 奨励賞 森 心美
本田 彩衣 奨励賞 橋本 侑茉
下野 澪 奨励賞 花岡 はるか
落合 萌仁香 入選 森本 香穂
川上 栞奈 入選 大宅 真央

男子団体 準優勝 浪速高等学校 奨励賞 阪上 佳彦
女子団体 準優勝 浪速高等学校 入選 森本 香穂

第４６回全国選抜高校テニス大会近畿地区大会 女子団体 第３位 浪速高等学校 入選 岩田 佳奈
男子団体 第３位 浪速高等学校 入選 大宅 真央
女子団体 優勝 浪速高等学校 入選 中森 菜優花

令和５年度大阪高等学校秋季テニス大会 男子団体２部 優勝 浪速高等学校 入選 勝山 蒼汰
八塚 新平 入選 森 心美
窪田 昂史 入選 橋本 侑茉
吉内 賢汰 入選 林 凛
尾谷 空輝 神路山賞 岩田 佳奈
本田 彩衣 神路山賞 花岡 はるか
下野 澪 五十鈴川賞 阪上 佳彦

女子シングルス 準優勝 本田 彩衣 五十鈴川賞 勝山 蒼汰
本田 彩衣 五十鈴川賞 中森 菜優花
下野 澪 五十鈴川賞 林 凛
清長 聖也 金賞 森 心美
井上 大翔 金賞 橋本 侑茉

ダンス部 ＦＩＮＡＬＩＳＴ 浪速高等学校 金賞 南 結葉
準優秀賞 前澤 美緒 特選 勝山 蒼汰
準優秀賞 山本 梓紗 特選 阪上 佳彦
奨励賞 尾崎 明香里 特選 中森 菜優花
奨励賞 一谷 真央 特選 森田 涼誠

津軽三味線部 第１１回津軽三味線津軽民謡全国大会 津軽三味線団体動画部門 第３位 浪速高等学校 特選 南 結葉

特選 伊藤 舞乃

大阪高校選手権大会 兼 全国・近畿予選会、
令和５年度国民体育大会大阪府予選会、
令和５年度私立高等学校体操競技大会

体操競技部
女子個人総合 第９位 那須 美空

令和５年度全国高等学校総合体育大会
テニス競技

空手道部

２０２３ Dunlop Cup 第５０回
大阪ジュニアテニス選手権大会

令和５年度大阪高等学校春季テニス大会

令和５年度大阪私立高等学校
テニス選手権大会

令和５年度全国高等学校総合体育大会

第７８回大阪高等学校総合体育大会硬式テニス部

第４３回近畿高等学校
空手道大会

第４７回大阪府高等学校
空手道新人大会

第２１回アジアカデット、
ジュニア＆Ｕ２１空手道選手権大会

第７０回大阪私立高等学校
総合体育大会
空手道競技

燃ゆる感動かごしま国体
特別国民体育大会空手道競技

第７８回大阪府高等学校
総合体育大会　空手道競技

令和５年度第５０回全国高等
学校空手道選手権大会

令和５年度第５５回大阪府高等学校
空手道選手権大会

第４２回全国高等学校空手道選抜大会

女子ダブルス 優勝

第３位

第３位
男子ダブルス

第３４回池村杯　２０２３年度
大阪サマージュニアテニス選手権大会

令和５年度近畿高等学校テニス大会

令和５年度大阪高等学校秋季テニス大会

令和５年度近畿私立高等学校
テニス選手権大会

第５１回田村杯　２０２３年度
冬季大阪ジュニアテニス選手権大会

第３位
女子シングルス

女子ダブルス
準優勝

優勝

第３位男子ダブルス

第３位

優勝男子ダブルス

女子ダブルス

男子シングルス

女子ダブルス ベスト８

男子ダブルス 準優勝

男子個人形

統合戦

女子個人組手　－５３ｋ

統合戦

男子シングルス

女子ダブルス 準優勝

優勝男子ダブルス

女子ダブルス ３位

男子個人組手　－５５ｋｇ

男子個人形　２年生の部

男子個人組手　１年生の部

男子個人組手　２年生の部

女子個人組手

男子個人組手　－６８ｋｇ

男子個人形

女子個人組手　－５９ｋｇ

女子個人組手　－５３ｋｇ

男子個人組手　－６８ｋｇ

男子個人組手　－６１ｋｇ

第２回全日本女子ジュニア選手権大会
大阪府予選

第３１回近畿高等学校ボクシング新人大会

令和５年度大阪高等学校春季ボクシング大会

大阪高校春季大会

フライ級

ライト級

ライトフライ級

Ｅブロック予選

男子個人形

男子個人組手

男子個人形

男子個人組手　－５５kg

第７７回大阪高等学校総合体育大会

第５２回大阪高等学校ボクシング新人大会

ソフトテニス部

男子個人

女子個人の部

個人 第５位第７０回大阪私立高等学校総合体育大会

大阪高校新人大会 中央大会 個人 ベスト１６

大阪高校総体ソフトテニス大会 Eブロック予選

優勝

第３位

第５位

第５位

第５位

第５位

中央大会 ベスト１６

優勝

第５位

第５位

大阪高校ソフトテニス春季大会

第３位
卓球部

アイススケート部
２０２３全大阪Ⅱフィギュアスケート選手権大会

第６６回インターミューラルカップサマーキャンプ 男子
男子バスケット
ボール部

令和４年度第７０回大阪高等学校バスケットボール新人大会

第７８回大阪高等学校総合体育大会弓道競技
男子個人

男子個人
第１６回大阪城弓道場杯高校弓道選手権大会

弓道部

令和５年度大阪府新人卓球大会
女子ダブルスの部

春季大会第１日　兼
　全国高校総体１次予選

男子個人

第３３回大阪私立高等学校弓道大会

朗読部門第４４回大阪高等学校芸術文化祭放送文化部門

第４３回近畿高等学校総合文化祭放送部門

女子バレーボー
ル部

陸上競技部

第７６回大阪高等学校陸上競技対校選手権大会

第７８回大阪高等学校総合体育大会　陸上競技
の部

令和５年度春季大会

柔道部

大阪府高等学校芸術文化連盟写真部会主催春のフォトコンテスト
大阪府高等学校芸術文化連盟写真部会主催秋のフォトコンテスト

写真部

第４７回ふれあい書道展書道展

第３２回国際高校生選抜書展

第４４回大阪府高等学校芸術文化祭書道部門

第６２回伊勢神宮奉納書道展

第４８回ふれあい書道展書道展

書道部

第３位ミドル競技　シニア部門ＷＲＯＪａｐａｎ２０２３公認大阪中央予選会パソコン部

女子ダブルス
第３位

第３位

男子ダブルス 準優勝

男子ダブルス 優勝

第３位女子ダブルス

女子ダブルス 第８位

令和５年度　浪速高等学校　表彰伝達

女子個人組手　２年生の部

女子個人組手　１年生の部

女子個人形　２年生の部

３位

３位

ボクシング部

第８回高校生バトル選手権３ｏｎ３関西予選

個人２０２３学生生け花競技会華道部

日本サクソフォーン協会アンサンブルコンクール

吹奏楽部

第２５回全日本高等学校吹奏楽大会
第８回全国ポピュラーステージ吹奏楽コンクール全国大会

第２８回全日本中学生・高校生管打楽器ソロコンテスト関西大会

第７回南大阪管打楽器ソロコンテスト

第５０回関西アンサンブルコンテスト

軽音楽部
スプリングフェスティバル
近畿選抜高等学校軽音フェスティバル

第７０回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト大阪大会
朗読部門

放送部
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空手道部 

今井 謙一 (1994卒)  

 浪速高等学校・中学校空手道部は、高校65名（男子46名・女子19名）、中学41名（男子29名・女子12名）合

計106名で活動をしています。 今年の３月には全国高等学校空手道選抜大会で史上初となる男子団体組手４連

覇、優勝10回という結果を残すことができました。この勢いにのり、今年の長崎インターハイでは、男女団体

組手アベック優勝を目標として、本校OBの今井謙一監督、井淵智コーチの下空手道に励んでいきます。 今年

度は、４月に実施されたジュニアナショナルチームの選考会で、高校女子１名、高校男子4名、中学男子2名が

選出され、8月のアジア大会・10月の世界大会でのメダル獲得の可能性が出てまいりました。日本だけでな

く、アジア、世界にも「浪速」の名を轟かせる活躍ができるように頑張ります。さらに、今年は、全国中学生

空手道選手権大会が大阪で開催されることになりました。８月20日～22日東大阪アリーナでの開催となりま

す。ＯＢ、ＯＧの先輩方にも是非応援に来て

いただき、その応援を力にして、男女団体組

手アベック優勝、男女団体形優勝を目標に頑

張っていきます。 このように空手道に邁進で

きる環境があるのは、木村理事長をはじめと

する学校と、保護者の皆様、OB,OGの先輩方の

応援とご支援のおかげであると感じておりま

す。浪速学院校友会（旧同窓会）よりいただ

いた部旗はいつも試合会場に飾らせていただ

き、優勝をしたときにはその部旗と共に写真

を撮る事が恒例となっております。本当にあ

りがとうございます。今後も応援よろしくお

願いいたします。  

軟式野球部 活動報告 

奥野 貴博  

軟式野球は現在、１年生30名、２年生23名、３年生23名の計76名で活動しております。ここ数年文理S1、６ヵ

年コース、Ⅰ類の生徒が増え、全体の30％程度を占めています。文武両立の浪速の言葉通り、学習にもスポー

ツにも頑張る生徒が増えていることに、顧問としてうれしく感じております。  練習については、普段は火

曜、水曜、金曜、日曜と学校のグラウンドや校外の市営グラウンドを使って練習しています。また、年に数

回、浪速ふくろうベースボールスタジアムにて練習試合をしています。日曜日は他校に練習試合に出ることも

多くあります。今年は３月に岡山県にも合宿に行きました。中国地方や九州地方の強豪校と交流試合をするこ

とで、技術的にも精神的にも生徒は強くなりました。スタッフについても、令和３年４月より、第二期 吉岡

監督政権が始まりました。令和３年度

春、令和４度年秋に続き、令和６年度春

に、本軟式野球部は近畿大会に出場をす

ることになりました。生徒の努力がその

根幹にはもちろんありますが、吉岡監督

の指導が生徒にも浸透した結果だと考え

ております。また、昨年から、全国大会

出場時のエースである石野コーチや、大

学生として学ぶ傍ら、現役生の指導をし

てくれている河谷コーチなど、外部指導

員のOB達も浪速の軟式野球部を支えてく

れています。日々、活動できていること

に感謝をしながら、謙虚な気持ちでこれ

からも頑張ってまいります。  
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陸上競技部 近況報告 

顧問 羽入淳平  

 陸上競技部は現在、高校男子29名・女子8名、中学男子14名・女子2名で活動をしています。2021年に堺市美

原区に完成した乾坤一擲ドリームフィールド(通称Kフィールド)を新たな活動拠点として、充実した練習環境

の中、日々競技力を高めています。 

 特に今年高校3年生になった競歩の奥野 紗(おくの すず)選手は、昨年インターハイ(北海道)5000m競歩で3

位、U18陸上競技大会(愛媛)3000m競歩で優勝、U20選抜競歩大会(神戸)10㎞競歩で2位と大活躍し、今年4月21

日にトルコのアンタルヤで開催された世界競歩チーム選手権にU20の日本代表として選出され、日本人トップ

となる13位でフィニッシュし、U20女子国別5位の結果に大きく貢献しました。 

 今後もこの練習環境を求めて多くの部員が入部し、大きな舞台で活躍してくれることと思います。  

 

ゴルフ部：中学生男女団体全国出場 

阿部 俊允  

 私たち浪速高校・中学校ゴルフ部は、高校男子１４名・女子６名、中学男子９名・女子６名が現在所属して

います。  主な活動場所は、令和４年１月に高天原スポーツキャンパス内に完成した「産土孔球倶楽部」で

す。最新鋭の設備によって、自身のプレーを分析するとともに、部全体での練習メニューを組み込むことが出

来るようになりました。トラックマンなどの最新鋭の設備で技術を磨き、部内での人間関係を育むことでチー

ムワークを磨きながら、技術も人間性も優れたゴルファーの育成を目指しております。日々の練習を繰り返

し、励むことで何事においても焦らず、一歩ずつ着実に経験を積み、研究を重ねることが出来ています。「浄

明正直」の校訓を軸に生涯スポーツとしてのゴルフの楽しさを伝えられればと考えております。  今年度

は、中学校団体の部で男子は３年、女子は２年連続で全国大会出場を決めました。女子は初めて関西大会を優

勝することもできました。現在は上位入賞を目標に日々練習に励んでいます。  

 

Kフィールド練習風景 世界競歩チーム選手権(U20女子日本代表) 
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合祀祭 

神道科主任 黒嵜博文  

合祀祭は学院神社本殿横に鎮座する祖霊殿において、昭和38年の第1回合祀祭から毎年執り行われてきました。祖霊殿は

創立40周年記念事業として学院神社の神域に祖霊社（当時）として創建され、創立以来の学校関係者、教職員、卒業生並

びに在校生にして不幸にも物故された方々の御霊を合祀しております。そして、感謝と慰霊の誠を日々捧げています。 

令和6年度の合祀祭が4月5日（金）午後7時より厳かに執り行われ、4柱が合祀されたことにより、1278柱の御霊が祀られ

ることとなりました。 

 卒業生の皆様におかれましては、ご自身に不幸が訪れた時に

は、浪速学院にご一報頂ける様にご家族の方に申し渡しておい

て下さい。また、本学院同窓の友人にご不幸があった時などに

ご一報いただければ、ご家族のご了解を持って祖霊殿に合祀さ

せていただきますので、ご協力をお願い致します。その折には

ご遺族の方には合祀祭の案内をさせていただき、ご参列頂ける

ことになります。  

 ※合祀とは、物故された方の御霊をひとつの神社に祀るこ

と。 
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令和6年 ３月 ３１日 
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宮口 泰一 

坂元大知 (平成9年卒) 

OB会 拳浪会 
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浪速高校硬式野球部OB 

大引啓次（平成15年卒）  

 

大引啓次オフィシャルウェブ 

https://www.keiji -ohbik i.com/  

会長 松山清秀 

(新高55回)  
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浪速高等学校 

軟式野球部 

OB有志一同 

生 

大阪府公安委員会 認定 第62001017号 全国警備業協会員 

ジャパンセキュリティ株式会社 

本社：〒546-0031 大阪府大阪市東住吉区田辺6丁目3-20 

ジェネフォート田辺1階 

   貝塚営業所：〒597-0082 大阪府貝塚市石才159-1 

代表取締役 源野 英輝 

(平成元年卒 新高41回) 

〒530-0033 大阪市北区池田町1-50グランビア小寺 菅北福祉会館  

阪口 朗 
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石田圭祐 

株式会社e-go  

〒5920013 

大阪府高石市取石2丁目13番32号 

矢口浩二(新高43) 

株式会社関西SCシステム 

〒557-0042 

大阪市西成区岸里東2-14-1-3F 

濱田雅嘉(新高42) 

HAMADA 

〒594-0023 

大阪府和泉市伯太町4-1-1 

森並隆悦(新高43) 

新世界串かつ盛隆軒 

〒556-0002 

大阪市浪速区恵美須東2-7 

米村淳(新高41) 

有限会社米商 

〒551-0023 

大阪市大正区鶴町3-19-27 

金田博充(新高41) 村上亮介(新高51) 

株式会社ラストステージ 

〒545-0002 

大阪市阿倍野区天王寺町南2-23-16 

杉本会計経営総合事務所  

〒594-0023 

和泉市伯太町2-3-27 

Tel. 0725-45-2288  

学校法人 中国学園 

中国学園大学・中国短期大学  

岡山市北区庭瀬83  

学長  加賀 勝(新高29) 

 弓道部OB    昭和５２年卒  

新高45 硬式野球部 

+81 355 310 108 （ベトナム) 
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